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⽔質が良くなりすぎて漁業に⼤きな影響が出始めたとの新たな悩み 
 
⾼度成⻑期のヘドロの海から、イカナゴの⽣育にも養分不⾜の海へと、瀬⼾内海は様変わり
したとのニュースである。すこし不謹慎な⾔い⽅にはなるが、環境⾏政が⾳頭を取り排⽔基
準を徹底したために起こった珍事といえる。何しろ、瀬⼾内に⾯する⼯場においては、⼊っ
てくる⽔よりもきれいにしなければ排⽔を海に排出できないとされ、各⼯場はそれを守っ
てきた。兵庫県では排⽔のデータはリアルタイムで県にモニタリングされ、その徹底が図ら
れた。 
 
 
 
 

 
そのかいあって、最近では⾚潮などの発⽣はなくなった。その反⾯、陸地から海への栄養（窒
素やリン酸など）の移⾏が妨げられる結果となり、ここ数年イカナゴの不良が続いている。
また、ノリもこれが原因と考えられる⾊落ちが起こり、その商品価値を下げる結果となって
いる。 
 
瀬⼾内海に栄養を送り込むために、新聞記事には「⼀部の下⽔処理場から海に流す⽔の窒素
濃度を⾼める試みを進めており」とある。 
 



環境は⼈間の思惑通りにはいかない、という実例である。⾃然という⾔葉に対し、その⾃然
を⼈間がどこまでコントロールできるかの試みでもある。 
 
⾊落ちと⾔えば、最初に思い出されるのは、有明海のノリである。こちらも⼈間が⾃然を変
えようとした結果、いたるところに不具合が発⽣した実例である。瀬⼾内海の場合とは逆に
富栄養化が⾚潮の原因となり、ノリ養殖に⼤きな影響を与えた 
 
有明海（Wikipedia） 
有明海（ありあけかい）は、九州北⻄部にある海。九州最⼤の湾で、福岡県・佐賀県・⻑崎
県・熊本県にまたがり、南は⼋代海とつながっている。⽇本の湾の中でも⼲満の⼤きさ・流
⼊河川の多さ・塩分濃度の変化・濁った海域・⽇本最⼤の⼲潟・独⾃の⽣物相などを特徴と
する。 
1989 年（平成元年）からは諫早湾において国営諫早湾⼲拓事業が開始され、1997 年（平成
9 年）に諫早湾奥部を⼀気に締め切る⼯事が⾏われた。 
有明海で⽣産される海苔は、⽇本全体の約 4 割を占める。主な⽤途は贈答⽤となっている。
海苔産業は、⾼度経済成⻑、そして贈答品市場の歴史と重なる。重⼯業のための⼯場⽴地確
保のために、浅草海苔などの海苔の名産地が埋め⽴てられていく中で、質が良く、機械化等
により⽣産体制を整えた有明海苔は主に贈答品市場でシェアを伸ばしていった。 
2000 年代に⼊ると、⾚潮などにより海苔の不作が続くようになる。不作の要因の⼀つとし
て、諫早湾⼲拓事業を挙げる意⾒もある。 
 
有明海に関するよくまとまっている資料がある。 
 
「冬季の珪藻⾚潮とノリの⾊落ちについて」 
有明海・⼋代海等総合調査評価委員会 2015 年 9 ⽉ 16 ⽇ 
これには次のような内容が記されている。 

 


